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発行にあたって 

 

人生１００年、いくつになっても生きがいをもって活躍し支え合う、そんな地域を作りたい、市長就任当

初からのわたしの思いです。 

この冊子は、いくつになっても住み慣れた地域で健康でいきいきとした生活を送ることができるように

との願いで作成しました。 

サロンや集いの場などの居場所をはじめ、就労やボランティア、学びの場などの社会参加の場に加え、

介護予防や高齢者等の日常生活を助ける生活支援サービスに関する情報まで幅広くまとめた１冊となっ

ておりますので、自分らしい人生１００年を過ごすために、是非ご活用ください。 

 

                                                 

                                                 南あわじ市長 守本 憲弘 

 

 

ご利用の注意点 

 

１．掲載情報は、変更や中止している場合もあります。詳細をご確認の上、ご活用ください。 

２．南あわじ市は、ご厚意で掲載いただいている民間事業所とのやりとりやトラブルには関与しません。 

お互い気持ちよく利用できるよう、感謝の気持ちを持ってお付き合いください。 

 

 

情報は随時募集しています 

 

南あわじ市では、誰もが住み慣れた地域で安心して生活していくために、地域の民間事業所等が提供す

るサービスや、地域での助け合い活動を活かしていきたいと考えています。今後も随時情報を更新してい

きますので、趣旨にご賛同いただける事業所等皆様から情報をお寄せください。 
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コ ラ ム 

グラフから分かるように、今後、介護や生活支援が必要な高齢者が増加す 

る一方で、若い世代が減少することから、介護の支え手の不足が予測され 

ます。この状況を乗り越え、安心して暮らしていくためには、「高齢者のみな 

さんが元気でいること」「全世代での見守りや助け合い」が必要となります。 

（令和６年１１月末時点） 

介護認定者率：被保険者のうち、要介護・要支援認定を受けている人の割合 

南あわじ市 年齢階層別にみた介護認定者率 

南あわじ市の人口推計 

 国立社会保障・人口問題研究所：日本の将来推計人口のデータ 

（２０２０年を１００とした場合の推計値） 

南あわじ市の今とこれから 
近年の少子高齢化は、社会に様々な影響をもたらしています。 

南あわじ市の状況を見ていきましょう。 

８５歳以上の人口が 

２０４０年には 

約１．３倍に 

１５～６４歳の人口が 

２０４５年には 

６割以下に 

８５歳以上になると 

介護認定者率が 

急増 
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コ ラ ム 

ＱＲコードとは… 

広報やお店のチラシで、右のような模様の四角形を見かけませんか？ 

これを「QRコード」といいます。 

ＱＲコードは、スマートフォンのカメラを使って読み取ると、インターネット 

の閲覧等が手軽にできるものです。 

※「ＱＲコード」という名称は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

ご存じですか？ 「ＱＲコード」 

ＱＲコードの読み取り方 
❶カメラアプリをタッチして起動する 

❷カメラをＱＲコードにかざす（ＱＲコード全体がはっきり写るようにピントを合わせる） 

❸表示された URLをタッチ 

※ＵＲＬが表示されない場合は、カメラアプリにＱＲコードを読み取る機能がない 

ため、「ＱＲコード読み取りアプリ」をスマホに追加する必要があります。 

❹読み取れた情報が表示される 

※スマートフォンの機種によって、読み取り方法が異なる場合があります。 

❶ 

❸ 

❹ 
❷ 

この冊子の表紙の QR コードを読み取った場合 

南あわじ市 

公式ホームページ↓ 

スマホを使用することで家族と連絡がとりやすくなる、新しい習

い事を始めることができる、生活が便利になるといったメリットが

あります。スマホを使用する際は、ネット詐欺や姿勢不良などに

気をつけながら、上手に日常に取り入れていきましょう！ 

スマホを活用して、充実した生活を送ろう！ 


